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1 エアパッキン(ぷちぷち)で ものを 包むのは なぜ?

ア 中の 空気が 縮んで しょうげきを やわらげるから イ 空気が 光を はね返すから

ウ 中の 水が ものを 冷やすから エ 空気が とても 重いから こたえ 

2 次のうち、押し縮められるのは?

ア 水(液体) イ 氷(固体) ウ 空気(気体) エ鉄(固体) こたえ 

3 閉じこめた 空気が 縮む 様子を、空気の つぶで 考えると?

アつぶが 外へ 出ていく イつぶと つぶの 間が せまく なる ウつぶが 水に 変わる

エつぶが 消えて 少なく なる こたえ 

4 閉じこめた 空気を 押す 実験で 使う、押し棒の 部分を 何という?

アろうと イフィラメント ウスイッチ エピストン こたえ 

5 水が 空気と 違う 大きな 性質は?

ア 押しても 体積が ほとんど 変わらないこと イ 押すと 大きく 縮むこと

ウ 押すと ふくらむこと エ 押すと 消えること こたえ 

6 タイヤに あなが あいて 中の 空気が ぬけると?

アもっと かたく なる イ 変わらない ウよく はずむ ように なる

エへこんで 元に もどらなく なる こたえ 

7 水を 閉じこめた ちゅうしゃ器の ピストンを 押したら、少し 動いた。考えられる 原因

は?

ア 水が 縮んだ イピストンが 軽かった ウ 中に 空気が 少し 入っていた エ 水が ふえた

こたえ 

8 ペットボトルに 水と 空気を 入れ、空気を たくさん 送りこむと 水が いきおいよく 出る

のは?

アボトルが 冷えるから イ 水が 空気に なるから ウ 押し縮められた 空気が 水を 押すから

エ 水が 縮んで 飛ぶから こたえ 
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9 ちゅうしゃ器の 先を ふさがずに ピストンを 押すと?

ア 空気が 水に なる イ 空気が 縮んで 押し返す ウ 空気が 外へ 出て 手ごたえが ない

エピストンが 動かない こたえ 

10 水を 入れて 口を しばった ふくろを 押すと、形は 変わるが 体積は?

アなくなる イ 小さく なる ウ 変わらない エ 大きく なる こたえ 

11 空気と 水の ちがいを 調べる 実験で、そろえる ことは?

ア 同じ ちゅうしゃ器を 使い、同じ 量を 入れる イ 押す 回数を ばらばらに する

ウ 入れる 量を ばらばらに する エ 空気と 水で ちゅうしゃ器を 変える こたえ 

12 水でっぽうで 水が 飛び出すのは、水を 押すと どうなるから?

ア 押された 水が つつの 口から 押し出されるから イ 水が 凍るから

ウ 水が 空気に なるから エ 水が 縮んで 飛ぶから こたえ 

13 空気と 水を 半分ずつ 閉じこめて 押すと?

ア 両 方 同じだけ 縮む イどちらも 縮まない ウ 水の 部分だけが 縮む

エ 空気の 部分だけが 縮む こたえ 

14 水が 押し縮められない ことを 確かめる ときは、ちゅうしゃ器に どう 入れる?

ア 空気を いっぱいに 入れる イ 何も 入れずに 押す ウ 水と 空気を 半分ずつ 入れる

エ 空気が 入らない ように 水を いっぱいに 入れる こたえ 

15 空気でっぽうで 玉を 遠くへ 飛ばすには?

ア 中に 水を 入れる イつつを 短くする ウ 空気を 強く 押し縮める エ玉を 重くする

こたえ 

16 閉じこめた 空気を 押すと、体積は?

ア 大きくなる イ 変わらない ウなくなる エ 小さくなる こたえ 

17 空気は 気体・液体・固体の うち どれ?

ア固体 イどれでもない ウ 液体 エ 気体 こたえ 
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18 ちゅうしゃ器に 空気を 半分入れて ピストンを 引くと、中の空気の 体積は?

ア 小さくなる イ 水になる ウ 大きくなる エ 変わらない こたえ 

19 水で いっぱいの ちゅうしゃ器で 前玉が 飛ばないのは?

ア 水が 縮まず 押し返す力が たまらないから イつつが 短いから ウ玉が 重いから

エ 水が 軽いから こたえ 

20 空気でっぽうで、前玉と あと玉の 間に 入れるのは?

ア 水 イ鉄の 玉 ウ砂 エ 空気 こたえ 
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こたえ　しょう4 りか「閉じこめた 空気と 水」 その3

1  ア 中の 空気が 縮んで しょうげきを やわらげ

るから

2  ウ 空気(気体)

3  イ つぶと つぶの 間が せまく なる

4  エ ピストン

5  ア 押しても 体積が ほとんど 変わらないこと

6  エ へこんで 元に もどらなく なる

7  ウ 中に 空気が 少し 入っていた

8  ウ 押し縮められた 空気が 水を 押すから

9  ウ 空気が 外へ 出て 手ごたえが ない

10  ウ 変わらない

11  ア 同じ ちゅうしゃ器を 使い、同じ 量を 入れ

る

12  ア 押された 水が つつの 口から 押し出される

から

13  エ 空気の 部分だけが 縮む

14  エ 空気が 入らない ように 水を いっぱいに 入

れる

15  ウ 空気を 強く 押し縮める

16  エ 小さくなる

17  エ 気体

18  ウ 大きくなる

19  ア 水が 縮まず 押し返す力が たまらないから

20  エ 空気


